虐待対策委員会からのお知らせ

8月下旬、高齢患者様が車椅子を自走して「おーい」と言ってスタッフオフィス内に侵入しようとした所、その場にいた職員が大きな声で「俺には用がない」と返答し、車いすを後方に強く引き、向きを変えてスタッフオフィスから移動させた。その際、車いすを強く後方に引いたため前輪が上に上がるなど乱暴な対応であり、その現場を目撃したスタッフから不適切なケアに当たるのではないか、これらの対応が常態化しているのではないかとの情報提供がありました。

上記内容に基づき、虐待対策委員会では当事者であるスタッフと当日勤務していたスタッフから聞き取り調査を行っています。

本人への聞き取りでは、「患者であろうと高齢者であろうとダメな時は注意する」と不適切ケアをしたとの自覚に乏しく、自らの行動の修正について必要性を感じない等の発言や、自らやその家族が同様の立場になった場合を想像し共感する事が困難な発言が聞かれました。

調査の結果、人権を尊重するといった専門職の倫理観や認知症理解が不十分であるほか、ストレスケアやアンガーマネジメントの課題、スタッフ同士の連携や指摘し合える関係作りなど組織的な課題等が確認できました。

不適切なケアがエスカレートすると重大な虐待事案に発生しかねません。虐待と不適切ケアはきわめてあいまいで明確な線引きが難しいため、小さなことでも「不適切なケアを見逃さないこと」、それに加えて職員が日常的に直面する困難や精神的負荷を適切に把握し、「相互に支える職場環境の構築」の両側面へのはたらきかけが不可欠です。

虐待対策委員会では、不適切ケアや虐待防止に対する啓発活動や研修、専門職としての倫理意識向上に向けた取り組みなどの対応や職場環境・業務等の見直しや改善等の提案も行って参りたいと思います。
また、職員の皆様には職場内外で不適切な対応や虐待が疑われる情報を耳にした場合は、上司や虐待対策委員会等に報告・相談頂けるようご協力お願い致します。
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